
32
｜
33

N
IIG

A
TA

 U
N

IV
ER

SITY

附属図書館 超域研究機構 

　超域研究機構（Center for Trandisciplinary Research）は，先端研究分野における横断型の研究体制を構築することにより，新しい分
野を開拓し，現代的課題に関する社会的要請に応え，もって本学の研究教育体制の高度化を図ることを目的として平成15年度に設置されま
した。 
　この機構には，①新しい分野の開拓とそれを担う研究者の養成を目的とする「創生科学研究部門」，②社会的ニーズに対応した研究（産学
連携等）を目指す「社会貢献研究部門」，さらに，本学における研究分野の企画戦略組織として「企画戦略室」が設置されています。 
　所属研究プロジェクトの選定については，平成15年度に第Ⅰ期プロジェクトとして公募が行われ，15件が選定されました。さらに，21世紀
COEプログラムに選定された「脳神経病理学研究教育拠点形成」プロジェクトも本機構に所属することとなりました。 
　平成17年度には，第Ⅱ期の公募が行われ，学外者を含めた審査委員会の審査により16件の応募に対して10件のプロジェクトが選定されま
した。 
　これら合計26件のプロジェクトが，本機構に所属し，研究に邁進しています。 

■創生科学研究部門 

プロジェクト名称 リーダー 

大域的文化システムの再構成に関する資料学的研究 
 
メダカをモデルにした脊椎動物の性決定機構に関する総合研究 
 
日本地球掘削科学の拠点形成：海洋底地球科学分野の強化と新領域
（地下生物圏）の創成 
 
超高分子設計による超酵素機能の人工構築と超機能開拓－キラルら
せん高分子の分子認識機能と電子・磁気機能のナノフュージョンによ
る超機能の創成－ 
 
ナノエレクトロニクス・デバイス国際研究 
 
生体機能と機能関連情報の可視化プロジェクト 
 
植物の病害抵抗性のシグナル伝達機構の多元的解析と高度病害抵
抗性植物の作出 
 
発生における細胞機能のダイナミクスとエピジェネティクス 
 
リアルとバーチャルな運動における感覚刺激が生体に与える影響に
関する研究 
 
ヒトおよびモデル生物からの「ありふれた病気」への戦略的アプローチ 
 
先天性骨格疾患における分子病理学的解明と組織機能再建 
 
幹細胞による再生医療の新技術の開発 
 
水分子の脳科学 
 
脳神経病理学研究教育拠点形成（21世紀COEプログラム） 
 
ヒト認知系の統合的研究 
 
多元性社会の原型としてのヘレニズム－哲学・宗教・紛争－ 
 
プロテオーム発現系の機能工学的研究 
 
次世代アドホックネットワーク基盤技術研究開発プロジェクト 
 
一次元新奇超伝導物質の創製と多重極限下での物性研究 
 
成長円錐のプロテオミクスから脳構築と損傷修復の過程を探る 
 
心の病気の科学 

関尾　史郎 
 

酒泉　　満 
 

宮下　純夫 
 
 
 

青木　俊樹 
 
 

金子　双男 
 

宮川　道夫 
 

古市　尚高 
 
 

伊藤紀美子 
 

木竜　　徹 
 
 

木南　　凌 
 

網塚　憲生 
 

里方　一郎 
 

中田　　力 
 

高橋　　均 
 

本田　仁視 
 

山内　志朗 
 

内海　利男 
 

間瀬　憲一 
 

山田　　裕 
 

五十嵐道弘 
 

那波　宏之 
 

■社会貢献研究部門 

プロジェクト名称 リーダー 

地場産業技術融合型先端医療産業クラスター構築 
 
スギ花粉飛散抑制に関する基礎的・応用的研究 
 
田園都市における生物多様性回復のためのネットワーク 
 
機能分子解析に基づく代謝性腎疾患のトランスレーショナル・リサーチ 
 
ステロイドに頼らない膠原病の画期的治療法開発 
－免疫寛容誘導を目的とする液性・細胞性免疫制御の研究－ 

原　　利昭 
 

平　　英彰 
 

紙谷　智彦 
 

斎藤　亮彦 
 

中田　　光 

超域研究機構の構成 

学長 

事務部 機構長 
理事（研究担当）・副学長 

運営委員会 
教育研究院学系長らで構成 
研究者・研究課題などの公募 
研究体制などの整備 

企画戦略室 
国内外の研究動向のリサーチ 
など多方面にわたる調査分析 

指示・検討・報告 

超域研究機構評価委員会 
学外の有識者を加えて構成 
研究評価及び運営評価の実施 

創生科学研究部門 
新分野の開拓とこれを担う 

研究者の養成 

社会貢献研究部門 
社会的ニーズに対応した 

研究の展開 

若手研究者らによる 
新しい知的核の形成 

人文社会科学系領域 
自然科学系領域 
生命科学系領域 

 
3年の任期（再任可，6年を上限）

をもって配置される 

基礎領域から応用領域にわたる
広い学問分野に対応 

プロジェクト 
を公募 

　附属図書館は，中央図書館・旭町分館で構成され，それぞれのキャンパスにおける
教育研究活動を支援する情報基盤の一つとして活動しています。 
　電子ジャーナルは，国立大学法人のなかではトップクラスの充実した内容で，情報
検索，文献依頼などネットワークを利用した迅速な学術情報の提供にも力を入れて
います。 
　また，開かれた大学図書館として，市民貸出や，旭町学術資料展示館への貴重資料
出展などを行い，地域社会の生涯学習に協力しています。 

■雑誌種類数 

和雑誌 洋雑誌 合計 

平成17年4月1日現在 

 15,339 9,406 24,745

■蔵書数 

区分 和漢書 洋書 合計 

平成17年4月1日現在 

 総　記 71,261 27,029 98,290 

 哲　学 58,432 32,796 91,228 

 歴　史 93,262 19,924 113,186 

 社会科学 299,805 118,722 418,527 

 自然科学 240,908 284,742 525,650 

 工　学 65,163 30,923 96,086 

 産　業 43,916 15,989 59,905 

 芸　術 41,824 9,954 51,778 

 語　学 38,388 26,080 64,468 

 文　学 84,912 48,689 133,601 

 合　計 1,037,871 614,848 1,652,719

■平成16年度利用サービス状況 
 入館者総数 641,296人 

 貸出者数 60,426人 

 貸出冊数 114,096冊 

 文献複写  

 学内 1,795件 

 外部から受付 10,645件 

 外部へ依頼 7,208件 

 大学間相互貸借  

 受付 1,053冊 

 依頼 963冊 

■所蔵貴重資料 
　附属図書館では，古典籍（漢籍，国書），古文書等の貴重資料を整理保管すると共に，旭町学術資料展示館や新潟駅南キャンパスCLLICで一
般公開しています。 
　主要コレクションとしては，出雲崎の廻船問屋で地主だった佐野家旧蔵の佐野文庫を始め，新潟県内の地主家の古文書，県の文化財に指定
されている堀家文書等があります。また，旭町分館では，貴重医学資料として藤田文庫，森田文庫，竹山文庫等を所蔵しています。 

「解体新書」初版本（藤田文庫） 「佐渡金山図絵」（佐野文庫） 
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